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はじめに���の��と��

�����における	
��
�それは��

��しい��	
�をつくる�����つくる

��が��した	
�が��を��したこと

にはじまった��
は !"#$のみならず 

%アジア&#にまで'(し )*な+,が 

)*な-.で/0された�12 3#456

7,の89は:であり !3;#はそれへの

<=をすることを>?なくされた�

�������@ ABCDとEFGHIJのK

でLわれた!3CM�Nにおいて�Oされた

�!3��PQRS�は このような;#の

TつのULVWのXYであった�このプロジェ

クトは これまでにZ[くあった\]した

���PQRS�とは^らかに _なる`�

をaしていた�bTに このRSは これま

でのcKdeのRSとは_なり ;#45の

deにより0fされた�bgに それまでの

cKdeのRSが どちらかとhえば ij

k lいはイデオロギーkに\]したmnを

aするRSoKでLわれたのに<し この

�!3��PQRS�には pqするように 

!3;#それぞれがrsしたtuによってv

ばれた wく_なるxyと���z{�をa

するRSoが |}した�

",~の�kは こうして������から

�����までのKLわれた bT�!3��P

QRSがいかなるxyを�ち どのように/

0されたかを^らかにすることにある�その

+,は�のように/0される�

bTに そもそもの���PQRS�が

���であるかを��するために !3;#
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��の��の��について��する	それに

より
��
��を��する�には��が�

も�きな��であり���であるかを�らか

にする	

��に���の !を"#とした�で�$

%&'における()レベルでの����*+

の,れを !し�その-./,�01./,

の23�45を !するとともに��6に�

それが�きな78を9ち:なかったかを�ら

かにする	

�;に�����<から����<に=われた
�

>?$%����*+�について@A.なB

Cを=う	そのDEはどこにあり�またその

��は�なのか	このF�について�Gに$

%の)で�がHIになっているのかにJKし

つつBCを=う	

�１� ���の���	
��
��

���な��������の��

として

��LMNとナショナリズム	&Oは
'

(��をPじて�QくRびついている	
１

ヨー

ロッパにおいて�このような
'(��.L

SにTして�U(VへのWDをXり
YZ.

[H\]�をするものである�として��^

に_`.なab.cdを5eしたのはfgh

EcdやijhEklcdの,れをくむ-m

であった	
２

ヨーロッパ�nにおいては�oく

も����<にパリでepされた�１qr'fg

jsにおいて
't.なuvをwめるLMN

の���がxsされている	その;�'ty

zの{に
't|.}~��j�����

����と��する�が��され�この��j

により'tyz�z�'のLMNの����

が=われた	また����には�んで�')

�び�')においても��mな����jが

��され���LMN��の�の�り_みが

=われた	
３

それでは���?���[�"の
'tL

MNT��はどのようなものであったのだろ

うか	��では�このF�について���に

�てみることとしたい	

�１� ����を��とした�り�み


���[�という��が�^に�いられ

たことからも�らかなように��>?���

[は��'に�きな ¡を¢えた	£¤�そ

のh[¥となったヨーロッパ¦'において�

その ¡は§�であった	�6なら�¨©[

Hや¨ª[H�«にはイタリア¬>[Hといっ

た����­;®の[Hと¯なりこの[Hは�

５<°くにも�ぶ3�の[いとなり�[¥に

おいて±�な[²Oを³したのみならず��

'をしてこの´�な[Hをµえる�の
¶~

[A·�を¸¹させることにより�
º;�

の-mをも�»¼なしに[Hに½き¾んでゆ

くこととなっていったからである	�'では�

WT'にTするX¿.なÀÁÂÃが=われ�

Ä'ÅにÆÇするW'(へのÈ�がÉÊと=

われた	

�>?���[{におけるこのようなËÌ

は��'の-mをして»¼なく�ナショナリ

ズムをÍÎにÏりÐてる�'の
��
��

や�そのÑÒである
��LMN�にKをÓ
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けさせることとなった�ある��は�のよう

に�べた��どもたちは��	
たちの��

が
�してきた�いはことごとく��のため

の��で���のたたかった��は����

なのだと�うように��まれ����に�し

て�	�が��を��するときは�� を!

めるために�"#の$を%ずるために�&い

'(や)*をまたは+の,じような&-なこ

とを!めるためにそうしたのだと.じるよう

に/0され1
４

た�こうして�23/4516

7のための89が:;されることとなる�

<も�=に�べたように�ヨーロッパにお

ける�/451に
わる�>は�=に��?@

AにはそのBCをDることができる�そのE

FGなHは�����I�パリにて:かれたJ１

KL�MNO>にて��PGなQRをSめる

/45のTU1がV>されたことである�こ

うしてWXがVまったJ１KY�>ZO>で

は��PGなレベルで/456[の\]が>

�された�,^の_`は�����Iにはアメリ

カ�����Iにはフランス�そして����Iには

オランダでもaわれた�しかしながら�����

IのJb�?cd�efにより�このような

`きはbgdきくhiすることになる�
５

しかしながら�Jb�?cd�におけるj

dなklは�6めて�ヨーロッパのmnをし

て�o�におけるp�qrGst�Gな23

/45にuするvを:かせた�こうして����

Iには�wnIにWXされたばかりの�Px

yのzに�	�	がW{されることとなる�

�	�	の|}の�~は�qとして�o�に

おける�G�_の��の��や�d�/Zや

��の��~���には�4�G�5の�P

Gv���に��された��い�えるなら�

�	�	はo�/0そのものの67には�Vし

て��Gだとはいえなかった�しかし�アル

ゼンチン��ルーゴネスによる�/0の6�1

と]する��を��に���はdきく��す

ることになる�ルーゴネスは����の�し

い	�をつくりだすためには�/0の�え 

を�えねばならない�¡�¢とm'qrをふ

くむ£�?cの¤¥G¦rは23G§¨であ

り�©ªZOはまず23/0の\]をTUす

べきだ1
６

と�べ�o�の23/0の«¬に­

®を¯らした�そして�それをうけて �	�	

J５K°Oは�±zの��をV>することに

なる�
７

°Oは��Pxyの²³´と_`を?cµ

の¶·Iに¸�させることおよび�P¹9が

?cの²\]とºり»う¼½な ¾として¿

い?�をÀÁすることのÂ©GなÃÄÅをÆ

.し�Çなる�Èをもつ¶·IのÉÊをËÌ

し��PxyのÍÎを¶·Iに/0すること

についてのJ４K°OでÏÐしたV>のDÑ

から�これらの²vGをwÒさせるためにいっ

そうのÓXてがとられるべきであると�える�

したがって�~ÔÕにたいして�?cMN

とxÖのÍÎでo�の¶·Iを/0し�その

ÉÊをwÒさせるための89をいっそう×Ø

させ�ÙするÓÚをÛÜし�J６K°Oに¨

Ýを�Þするようßàする�

このV>をÞ×%として�����I�áâに

�23ãä1\]とJb�åæ23ç,��を�るb���b� èéê



おける����の����	
へのとりくみ

は��きく
を�めることになる�その��

����の����は��じルーゴネスが��

した���	����と�����の�� 

!の"#を$げるような�%&の'(は)*

されるべきである�だとする�カサレス���

とについて+,�に-�した��カサレス�

��の./は01の2りである�

��34のための56�は�

��7�の89�:;を<#するための=も

>?な@AのBつが�CDEをF�にGする

H�なIJにKきうる�IったLMをNえる

OPのQRを�%&からST�)*すること

にあるとのUJにVづき�W,XYZ�56

�に01の34を[\する�

�� Z�56�は�もし]�の^_で`a

されるb�にc�するdが�このe�に

fされたUgからh*されることがiま

しいとjkしたならば�そのdが`aさ

れている�のlm56�にGして�no

なUgとともにiまれる&pえの[iを

qることができる�

�� [iをrけsった56�は�まずその

[tをrけuれるかvかをewする�[

iをrけuれるx には�[iをrけsっ

たyの56�は�[iyの56�と��

56�にGしてz{を|う}~を�う�

�に[iをrけuれないx には�[i

を�vするUg�について�これを��

する}~は�わない�

�� h*[tは�ある�の�U����]

������������^�����

��の���およびその���な��と

��の��への��にcするB@�な'

(にGしてのみ|うことができる�

モラルや��あるいは��についての

 �な¡Jにcしてh*を��すること�

およびそれをrけuれることはできない�

�� �¢に�あらゆるZ�56�にGして�

b�の��£���および¤¥の¦につ

いての�§を]��に¨える©で=もª

した«¬­をfすように[iすることも

できる�
８

しかしながら�Z�の®きは����の�-

とはGM�に¯�ではなかった�その°Dな

い±]�な²±を³げるならば�
９

±えばルー

マニアでは�ルーマニア´��のµ¶·は�

ルーマニアの�%&にある¸!でない²¹の

Iりをº»してくれる�ての¼cに½¾する�

というe�が|われ�また�フィンランドは�

]��にGするb�の�����にcする=

ªの¿zとしてÀえられる&­��Áのリスト

を����によせ����%&のÂ·および«

¬ÃがすべてのÄ¬に����をsりÅうよ

うなºfが|われた�l¢は�����を

ÆÇ!�にÈÅうということは�������

�ÉからのÊËのÌB
である�とUJされ

ていた�®きが¯�であったのはバルトÍ�

であった�エストニアでは��ÎÏによって

��£´�の�%&が	)され�����に

ついてのBÐがÑえられた�ラトビアでも�

����のÒÓをÔみだすような'(をÕÖ
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するため�すべての���の��が�められ

た�

ポーランドでは�	
��と
���の�

�をきちんと�えるために���の��が�

�され����でもこの��に��の��が

�われることとなった�スウェーデンでは�

 !およびすべての"#の$しい���は


���を%り&うようになった�また�'レ

ベルではあるが�()カナダのサスカチワン

'でも�
���の�*を�える�+が,-

カリキュラム�.の�に/えられる0.であ

る�との12が3された�4し�これらの5

6はあくまで67*なものであり�8くの
9

が����の:;に<=であったことは�>れ

られてはならない�

それでも�����の:;は?けられた�����

@�����がパリでABしたC５D
�EF

�GHIでは�クレパレドというJKがL�

+と��するMNOをPQする�というRS

なTみをUった�そのVWは,のようなもの

であった�
��

X YZ[

\ ]^[

_ `�のabcdefgeを�わず�h

の#iないしjkにlするmnがあって

はならないことo

p qrについてのZscqrはすべて�

いかなるtであれuvされてはならない

ことo

w 
�xyのz{c|
#のよりよき}

~のため�����@����した
���

は���かつYZ*に��しなくてはな

らないことo

� 
��の��cqrが
�*��やl

�を��する��ではないこと����

����のような
�}.は�#iの�

��を�なうものではないこと�#iの

��と ¡は¢£や¤¥��の~に¦§

するものではないこと�に¨えず©ªす

べきであることo

« 
��のZsc¬­#iの®¯�°±

 ²³´
のµての
�}.は�5¶に

·して¸¹nなく��されねばならない

ことo

º ショーヴィニズムのab

このクレパレドP»は�
�¼�f
��

�のための�Gを½¾するqg-ヨーロッパ

の¿9なÀ~の´つのÁÂÃであるとも©わ

れている�

しかし�Äのようなとりくみは�¼s*に

はÅくÆÇされたものの�ÈÉ*なÊË~を

もたなかった�つまり�これらの|P»は�

¶�にÌ
の���の8くを�Íするまでに

はÎらなかった����	@から��@にかけて�

ある
がh
の !���にlするÏ�をÐ

し¹れたのはÑか３Ò�しかもそのÐし¹れ

がÓ�
によってÔけ¹れられたのは�１Ò

だけにすぎなかった�

そこで����@�����は���のÕÖf�

Íのための×Ø°ÙHをÚÛした�Ï�およ

びDÜを ����に12し�Ý5
Þßが¡�

できないà¡に ����の�áをWâにするた

L !ãäO��とC´,åæ !çÞ��を�る´��c´o èéê



めである�
��

さらに�����には�ジュネーブの

�����	
��
�����が�����の

ための�����のモデルを��したが�こ

れもアメリカ�イギリス�フランスそしてス

イス�の��により��しなかった�これら

��は������に する!"からの#$

は%&できない�という�'をとっていた�

()*いのは�この+,に�������

�の-きに��した�.の/くが�012を

34する�.であるか����の�5678

�5392の:;を<しているかする�.で

あったことである�これらの�.においては�

���=においても����に�する>?@

AのBCはDしく2Eされていた�FいGえ

るなら����な���にHわるIJは�K

にこのLMから���における�NやFJ8

OPの�5とQRに SしたTUでVWして

いたのである�
��

そのX����������では�YZ[�Nに 

する\F]が^�され�そこでは�@Aと�

��_`aはYb�c�のdefgをhiす

るため�!�のZ[にj�なEり/くのスペー

スをkて�またlmnoのZ[というpqか

らb�cのderVのZ[にj�なEり/く

のstをuくべきである]ことがvわれた�

しかし�このwIにxyしたz{�のほとん

どは��Nは��の�z|に}するものとし

て�この\Fに~�とせず�この\Fに~�

したのは�	の>��に�まった�そして����

�� ���lm��の�6と�+に�

����の�-は�����TUになることと

なる�
��

�２� ���における２��または���

の��	
��
��のとりくみ

�も���,におけるとりくみが��R�

な��をだせなかったことは��ちに�それ

が�らの����そして�w���をも<さ

なかったことを�)しない���なら�����

による��^�を�つの��として����
88888888

��に わる����あるいは/��での�

り�みが��され�その>には��の��を

Oしたものもあったからである�

 えば����における�����がlm

で¡めて�ばれた としては�������アル

ゼンチンとブラジルの�で¢�された�Yブ

エノスアイレス��]がよく�られている�

この+,の£�は�おeいのZ[8¤fの�

��の��をめざして�-を¥け��７¦ア

メリカb���wIでは�Z[�N
��の

§¨をも©えた�
��

ヨーロッパでは�������フランスのD�

な�ª«であり¬J«でもあった�アナトー

ル8フランスが�フランス�c­®の�¯w

IにおいてY°しみを�える±を²やせ�そ

れらはn"³き´てよ]というµªを7って

いる�フランスn�¯�¶の·¯¸を¹め�

���¯ºo0»の§¨aでもあったラピエー

ルは����
�の�¶�wにおいて�ドイツに

�する°しみを¼えつける"½を¾つ�
の�

��の�¿をあげている�このwIにおいて

ラピエールにÀÁされた���は�XにOP

�によって¦Âされ�Ãしい���とÄGさ

れることとなっている�
�	

そのX����	�にはドイツとフランスのZ

� � � 	 J Å ��
Æ �１ÇÈÉÊ



��がパリで��を�ち������から������

つまり�フランス�	から
��
����

に�るまでの����の��について��し

た�この��は��の���に�して��� 

の!"を#っている�この!"は�$%&を

�つには�らなかったが�
２�
����

のドイツ'フランス(における���)*の

+り,みに�する�きな-になった�
��

と.わ

れている�

そしてこの/0�1も�きな23を4した

のが�567�による����8である�


��
���9:;�の������デンマーク�

ノルウェー�スウェーデンの<カ�では�5

67�(の=>?@とABに�Cを�つDE'

FGにより56A�がHIされた�JA�は

���)*にも�きな�CをKし�ノルウェー

のLM�がスウェーデンの���をNOした

ことをPQに���で>いのR����をN

OするためのST�がHIされた�UVはデ

ンマークをもWきXんでYZした�������

そのデンマークのST�は[\のように].

している�
��

こうした^_`���のabがc�dCe

であるという^_fは�gのhi�すなわち

j�が���を=>にklされるのをmめる

ことにより@nできる�opはスウェーデン

とノルウェーにこのqrをstするようuめ�

opcvは�wx���の=>)yをzけ{

れる|}があることを].する�
��

~も�この/�では�この].はj���

に;ちにzけ{れられはしなかった�しかし�

それから�	��の������この].を�-に�

j�の���に�する=>����が�られ

ることがn�される�56A�のdに�R�

���JST�がHけられ��に�56�を

�うj�の���をNOし�c��び��の

���の��とその:3を�"する�の�H

LM�ST�の�Hもn�された�こうして�

�しく��')yされる56�に�する��

�は��てが=>��に�されることとなっ

た�
��

その��は[\のようなものであった�
�	

１��ての��は��weなR���の��

に�らして ¡でなければならない�

２�Dpの�$が ¡に¢かれるだけでなく�

:3として£じる�Gの¤¥が¦�である

ように��$は§¨な©ªのdで�かれな

ければならない�

３�;«eな¬­となる®¯や�°�を±²

するような.い³しは�mめられない��

��は�*}の´µと��のR�に�する

�¶をもって�わなければならない�

４�·�(における�¸e^_は���にz

け{れられる¹でdIかつº»eに�われ

なければならない�もし�}に¼しえない

½�には���の���は�=¾�の�¿

eÀ�あるいは�weな��23に�して

ÁÂにÃÄするべきである�

５�567�のうちにある��に;«eなÅ

Æ&をÇし��¸のÈÉのある^_は��

�の���においてもÊËにº»eに.�

されるべきである�

ÌR�mÍÎ^_と
��ÏÐR��J��をÑる�sÒÓ�� ÔÕÔ



６�����の��に�する	
は��
が

�す�り�きくとりあげ�その��の��

の�も��かつ���な��が�かれなけ

ればならない�

７���� を!じる���"#と�それに

$%して&じた'(���と)び*るもの

に��+が,められるべきである�

��-�でこの./%われた01�を2る

34の��は�56にそれが�789:;<=

<>であり�?@AにBCすることがDEで

あること�5Fに�GのH���のそれとI

Jして0KLMNOがPQ�に%Rしたこと�

そして�5-にこれら��Sの�TがUVで

あったためWXに@/�な?@が%われた�

ということである�"W�����Yから����Y

のSだけで���Zもの01�が[\?@にか

けられた�?@は5２]^_�`により�a

bをcdなくされるものの�`A����Yには

efされるにgっている�
��

�３� ���の��とその�	

hi�ここまでjべてきた�`S/の01

�klを2るmnについて�まとめてみよう�

5１]^_�`の0oをpにqrされた�

Xstは�uv�0Kwxには�きな�yは

zっていなかった�その{|}�としてq~

された �	�	��においても�0K��は�

��なものと��されていなかった�カンデ

ルの��を�りるなら7�Xstは�vに0

Kwxにかかわることを�んだ�その��+

は����に,められはしたが�それはいわ

ば�いつきの��を�えはしなかった=�カ

ンデルによれば��	�	の��もこの���

iに��した��は7�	�	が��の0Kの

W	をよく��せず�それゆえ��なk�が

できなかったこと�そして �	�	による�X

0Kの�みが���において��の0K ¡

の¢で�いわば£¤¥としてしか}Eしなかっ

たこと=が���の¦§であったと¨じてい

る�

しかし�このようなカンデルの©ªは�c

りにも6ª�なものというべきかも«れない�

¬­なら��
Y®らずの¯い./に��	�	

は�uvの°±²³という6´��X� x

からµんで�¶·とkrを&み8す01�の

¸jのBCや��Xstにkする¸jのあり

ª�¹には��X3�のº»を¼う0Kのあ

りªにまで�そのとりくみを½めていったか

らである�

¾かに��Xstや �	�	の�®uv�0

Kwxは��における0¿の�À+とÁÂ+

に¤するものである�とÃÄされており�­

に�Xstがこのwxにとりくむことによっ

て�Åって�Æが0Çの�Èと�À+をÉ<

することになる�とÊËされていた�だから

こそ70KをÌりÍわない=ことを¦Îとし

て8�した�Xstが�0Kを°±²³のÏ

Ðにかかわるwxとして,«して%ったこと

は��Xstがその®Ñを�きくÒえていっ

たことをÓÔしている�このことは�5F]

^_�`Aに�®したユネスコの�0Kwx

へのPQ�なÌりÕみへとつながることにな

る�Öも�ユネスコにおいても×ØÙÚÛの

� X 3 4 ¨ Ü 5��Ý 5１Þßàá



��は��に�められており�このことはユ

ネスコが���の	
から��には
�して

いないことを��している�このことに��

が��である�
��

����の��がユネスコの��の��になっ

たように�����の�で�われたドイツと

フランス��には !"�#$における%&

'な(��)*+,-.の/みもまた�0２

123456の7�#�8いは9�#,-の

:となっていった�;<� !"�における

9�#,-は�=>の()*+,-.におけ

る?つの@ABがCされている�5#Dには�

EにもFGなH#レベルのとりくみがIJし

た�その?KをLMNにOPにQRしておく

なら1のようになる�
��

����LSカーネギー��TUVWによる)*

+のXY����������LにXYZ[の

\]�

���	LSドイツ�オランダ�フランスの)^

_`�

オスロでの��abc_`�dab

)*+の<のナショナリズムについて

のレポートe�

����LSハーグでの��ab)f_`�d�

�ab)f_`g�e&��

アメリカhi�とカナダの#でjk

l^_mn�

バーゼルでの�0２o��abc_

`�

フランス�ドイツ�ポーランドのa

bpq�のrs�

スウェーデンとチェコスロバキア#

t�にて)*+uvにwx�

エストニアとフィンランド#t�に

て)*+uvにwx�

����LSドイツとポーランドの#の)*+,

-

アルゼンチンとチリ#t�にて)*

+uvにwx�

���
LSアルゼンチンとウルグアイ#t�に

て)*+uvにwx�

ドイツとイタリア#t�にて)*+

uvにwx�

����LSチリとウルグアイ#t�にて)*+

uvにwx�

カナダとアメリカhi�#t�にて

)*+uvにwx�

またkじyD�>zでも(��)*+,-.

の{|ともいえる��が�われた�����L�

>z}の)~^�hとして��_がm�され

た�この��_は��Lには>z)^�h�

�_と��され�kじL�かれた����の

0?o�_で�(��)f_`.の��とそ

の�m��として(��)f�.および()

*+�Yl^_.のmnなどを�`した��

�_のZ����<���によれば�
��

この�

`の��は��の�'である5�の��のた

めには�(����に�って���を� し�

いたずらに¡�'¢£を¤め��Hを%�¥

¦の%§�に¨らしめている.©�の)fを

�めることがª�であると«えられたからだっ

た�

(ab¬­.®¯と0?1>°abjkpqを±る?«²³?´ µ¶·



��のように������の ���������

�	や
いは��レベルで��
な����

���が�われ�そこでは��の��を�る

ことができた�これらの�り�みの�くは�

�２ !"#$の%&によって��'�#き

く()した�しかし�その*れは��� !

"#$よりも+なる#きな,-をもたらした�

�. !"#$の����に/け0がれて�っ

たのである�

�２� �２������の	
��


������から���な��へ

�１� ユネスコの�みと��

�２ !"#$�に!"123で����

�45への�り�みを67したのは�����

を8き0いで9:されたユネスコであった�

ユネスコは���の���45を9:�;の

<=の�つとし�それを��>?と��@A

のための�BのCDEなFGである�とHI

づけた�そして�そのJKは�LM�Bの4

5におかれた�それではユネスコはNO1に

は�どのようなPみを�ったのだろうか�

�����パリで6Qされた�１RユネスコS

Tでは�$UVの���	による���Bへ

の�り�みのWXと�YをZ[として���

�>?をめざす�B�の\]に�り�むこと

が^�された�
��

そこでは����および�_

の45に	する９か`のab�がcdされ�

ef����45のgの���センター9:

も�められた�
��

���センターに	わる^h

のijは�kのようである�
�	

lすべてのef�の���をmめた����

センター�を9Iすること�

lユネスコ�inoTおよびpるべきqr�

sに�t�およびu�の���をvwした

x�をyzするように{|すること�

lこの}~を�がかりとして����>?の

��けとして����および�_を��し

45するためのモデルlプラン�をG�し�

��すること�

l���}~に	Kを�せる�
の�*を�

�し���Thを6Qすること�

lef�Uで�.�U�����の�xを�

�すること�

l�しい��を�������にG�するこ

と�

l���@Aにとって�-な���の����

をSTにyzすること�

またユネスコの���RSTでは�����

の��>?の&�と����	に	する�z�

がcdされた�この�zでは��@Aと���

すべての�
の�かな ¡�をめざすという

¢£の¤1のk��¥¦の!"§¨への��

�©e�が�ª�BのZ«¤¬であることが

­®された��zでは��̄ ¤の°±が�われ�

その¯¤の�つには����の���をD²

な³りvwし���´Uのµ?を¶くような

��を·¸し����¹の�り�みを#きく

º»する�_を¼り½むこと�が¾ることと

なる�
�


��のようにユネスコは�9:の¿Àから

tらを��1な���45¡ÁのÂわば�&

� � � ¹ Ã m ���Ä �１ÅÆÇÈ



�����いは���	
��
�と���

けた�そしてその��の��は���のユネ

スコ�����の���� ���や�!"

��#$%の&'により�()*に��+で

,-な.�+/0が1ばれることに�かれて

いた�
��

ユネスコは�このような��の23として�

ハンドブックの45にも6り7み��8�9

の:;にも<を=いだ�����>の�8?@の

ためのユネスコゼミナールや�����>の!"

���ABのためのユネスコCDE�8�F

Gゼミナール�Hには�そのI>に:;され

た�!"�Fに
するユネスコ�8�FGゼ

ミナール%は�そのJ<の1Kである�

また�����>からに:;された��ユネス

コ&;�8�Fゼミナール�は��LM�の

NOによってPばれた� QがRSし�ユネ

スコによってPばれた�Tとエキスパートお

よびUVのWのチームによって2'された�

X�あるYのZ[の\8*]^をするための

�8*]^�9�として���けられた�と

いう�このD#の�9には_`からもabc

Dが�����>�ブリュッセルにて:;された

セミナーにRSした�というdeがfされて

いる�
��

この����>までの+に�ghのような

セミナーが:;された�

����> �8*?@の�F フランス	セー

ヴル

���	> ����Fとそのi5 イギリス	

アシュリッジ

��#および� �
 アメリカ	

ニューヨーク

�３j��kまでのlm�F チェコ

スロバキア	ボデブラデイ

����> �アメリカnにおけるopのZ[

ブラジル	キタデイナ

�アジアにおけるqrs���のた

めのtu5��F インド	マイ

ソール

����> �5��Fのvwとxy オースト

リア	ザルツブルグ

��8*?@のz{の|}としての

~?�F カナダ	モントリオール

�!"���を&とする���のA

B ベルギー	ブリュッセル

これらD#のセミナーを�じて��された

のは�CDに���の���から�に��*

なd�が��されていること�C.に�しか

しながら�これらの���においても�8*

な��?@�{の�のd�は�られているこ

と�であった�

D#のセミナーでは�!"���を�るZ

[が���に��なZ[であるかも�らかに

なった��よりも��なのは���*なZ[

として�!"は�それ��が��のある��

である�という�えvと���における!"

�Fは���の?@へと 'しつつ�¡&s

�に¢£しようとする¤¡¥をz{させるも

のである�とするN¦*§¨*な�えvの©

ªが�らかになったことである�

また�D#のセミナーでは��«¬に
す

るコンセンサスが­®�におかれ��!"の

�!"�¯�Z[とCD°_±!"qr]^を�るD�²³D´ µ¶·



��に�えることが��に�えることである�

との��	
に�した�と
われている�
��

し

かし���には��の�くは�み�されたま

まであった��えば�イスラム��からは�

��の���におけるイスラム�に�する�

�が !"#である�という$%が&�くあ

り�その'(�パリ)び*+にて�,-の�

��における*-に.する��と�/に*-

の���における,-に.する��を01す

る��23が4かれることになっている�

この56のセミナーの7(は�89:	


のために�と�したシリーズとして;<され�

=�の>?�@	�そしてAB�CにDきな

EFをGえた�またユネスコHIは�=�の

ユネスコJK2や.LM.に�し�N�とO

�の���へのPQをRい�その'(をST

することをUめている�
��

これらユネスコのVWによる56の��2

3は�X２YDZにより[\した�C]^_

の��`aをb4させ�また����cdの

ためのe�fghのijなkMとなった�と

いう"lでDきなmnをoっている�
��

しかしながら�それをpむqr#な��も

stした�5つは�uZである�NvVwと

x2Vwというyなるイデオロギーをzじる

eD{|の�}は�~�のことながら*,�

{|におけるyなるAB��として�れた�

そして�'�から
うならユネスコはこの�

を�り�えることができなかった�,���

の5Iは8��Vwは��Vwの�れ��で

あるとしてユネスコの��を��し����

*���は�イデオロギー�Cをij�し�

8��その�のM.からNvな�C�という

ユネスコの	�そのものを�け�れることが

できなかった�uZのEFは�ユネスコの�

��にも��され������のユネスコ�2で

は������cdのための��が��され

ることとなっている�
��

eつ の��は�¡¢�がN�の���c

dに�して�Dきな"£を¤さなかったこと

であった�¥[�~¦�8§¨©}��とª

ばれた�XeY9:DZ«に©}した�¬に

とっては������­から�����­は�Nらの

ネーションとしてのアイデンティティを®}

する¦¯に~たっており�~�のことながら�

そこではナショナリズム°の±い�CがRわ

れていた�²³にとってナショナリズムは�

Nらの�?をつなぎとめる´iなイデオロギー

であり���gPのために�ナショナリズム

をµ¶にすることなど�·えもつかないこと

であったのである�
��

¸¹�はuZにºられ�§¨©}�はナショ

ナリズムにºられる��くの�¬は���M

.であるユネスコがVWして�=�の���

に»�してRくことを!ましいものと·えて

いなかった�そもそもユネスコには�¡¢�

が¼まないことを�¡¢�に±½する"¾も

なければ�¿ÀもGえられてはいなかった�

こうして�ユネスコのÁりÂみは�Ã¯に�

にぶち~たる�そして�ÄÅのユネスコは�

~Æの��#Ç#ghを[Èとする��から�

;ÉÊË�に�する5Ì#なÍÎ#ghÏÐ

へとNらの��の[ÈをÑしていくことにな

るのである�
��
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�２� ���の�り�み

ここまで�てきたように�����におい

て����	がどのように�えられるべきな

のかを
る��は�
に��の���な��

を�び�また���の����によって�き

く��されてきた�だからこそ�ユネスコの

ような� !"の#$は�%ら&'があった�

しかし�そのことはユネスコの#$が()

*であったことを)*しない�+えば�����

,から����,�ユネスコの-.で�カナダ�

フランス�イギリスの/0��で12されて

いる�34が�インド�イタリア�アメリカ

の567によって8�され�その9:が;�

34の<=�に>?されている�����,には�

ユネスコの@AであるキムBリョンクァンと�

ブラウンシュバイクの� �34CDEのエッ

カートとのFGのHびかけにより�I�J�

34プロジェクトもKわれた�この�Lには�

フランス�イギリス�Mドイツ�NO�ベネ

ズエラ�ケニア�インドから"PQがRSし

た�またこのプロジェクトには�TJの��

��CDQのIくもRSした�
��

ユネスコのUVにはJW�なものもあった�

+えば�その�つに�ヨーロッパXL�
��

の#

$がYZする�O[�ヨーロッパXL�は��

��,�ヨーロッパ\]を^_して`a��ヶ�

によりbcされたものである�しかしながら�

このXL�は�そのdeから��のfgにお

いては�hFiの��jhklのmnj�そし

て�h����jにopなq)をrけていた�
��

XL�のsにtけられたhkluv�Ljは�

;�の�34wxyzを{|}~�のひとつ

とし���	�,から	�,にはh���34yz

のための�Ljを６�に�り�.した�そこ

では/�から�@にかけての;�@のヨーロッ

パ�の�え�について�#�なL�が��さ

れた�RS�は��１�から�３�はベルギー�

Mドイツ�デンマーク�フランス�ギリシア�

イギリス�アイスランド�アイルランド�イタ

リア�オランダ�ルクセンブルグ�ノルウェー�

ザールランド�スェーデン�トルコであり�

�４��LからはこれにオーストリアがSわ

り��６��LにはスペインもRSした�
��

このヨーロッパXL�のとりくみは�Nま

で�けられており��Zではp��Kしてい

る��JuLの��としての�34yzのc

�を��B��し�その�で��たなヨーロッ

パ�の���について�じるようになってい

る�この��の�Lとしてのc�としての

�ヨーロッパ��は����フランス��ド

イツ��オランダ��スペイン��イタリア

��ギリシア��トルコ�の�カ�で<=さ

れた�またヨーロッパの��に"する�O 

¡の¢£のための¤4�¥¦も¦cされ�こ

れは���の�§ ¡¨ヨーロッパ�に"す

る	�の�©¨�としてªKされている�
��

«も�このようなヨーロッパXL�の¬v

は�これにより­ちにヨーロッパ®�のJで�

Fiの��¯°が±られた�ということを)

*しなかった�その)²は�むしろ�hヨー

ロッパ®�で12されているIくの�O�な

��� ¡が�;�において�きく³なる)

*をもっているという´}がµ±されたj
�


こ

とに�きな)²があった�と¶われている�

h��¯°j��と��·N¸��FGCDを
る�©¹º�» ¼½¾



このようなユネスコやヨーロッパ���の

��は�������	から�
ヨーロッパ��

に
������を�る�����を���

させる��ともなった��２�� !"#$

から�����の����に�ヨーロッパでは
�

�����のための�%��が���&'(さ

れ�そのうち�	&が�����であった�)

もこの*+には�ユネスコのような,-./

01による2345をもつ��に6え�7�

01による829��も:*;まれているこ

とに<=が>?である�
�	

このような��には@AなBCや01がD

6した�その�には�
�Eの01Fイギリ

スG�
��Hの01Fデンマーク�フラン

ス�
ドイツG�IJ3なK�BCFLMN

�G�ユネスコ�OPH�Fイギリス�フラ

ンス�
ドイツ�スイス�オーストリア�ス

ペインGなど:QにRる01がSTし�Uら

はVいに@AなWでXYをZった�

[C3な\としては�イギリス
�]�と


ドイツ�H0^_^
��`PH��フラ

ンス�H0^と
ドイツ�H0^�アメリカ

^a�b��c�]��と
ドイツ�%��

�def�ポーランド�ユネスコ�OPH�

と
ドイツ�ユネスコ�OPH�gの�でhA

��がiたれている�
��

このような��ユネスコは�これらのjk

を,-�での]lmnにoげることをpqし

た�しかしそのことは�:くの�����に

おいて�h�,-のrsが!きかったことを

=tしない�
��

このuvのwり0みの:くは�

xy3に7�z{でZわれた�


�
�のwり0みにおいて|に}たように�


ヨーロッパでの�����の~の�%XY

の�	には�
�Eや
��Hgの��な�

きがSTした�しかし�これらの�Aでは�

uに�%��の��を��するかしないかも�


�Eや
���の�z4にPねる��が�

かった�

そこにはh�,-gによる�これら
�E

や
���gの��からの���に�する�

�い���がSTした�
��

そのI�で���`

における�%z�の��の�に��`の��

の��を�z3に��することも���3に

?�されている�
��

という��もSTした�こ

の� する��つの��を¡Iする¢£�
��

に�

"	のユネスコとヨーロッパN�は¤れ¥け

てきた�といっても¦§ではないかも¨れな

い�

�３� ����の��	
��
���

�１� ��としての��の��レベルの�

�

�������©しい���をつくる��の�

��が�Kª«の¬lを­¦した�この��

�は��O®における@Aな�¯を°き±こ

し�²³は�´µ�´��の®X²³へと�

¶した�その·¸のI�¹として�º»され

たのが��I�´µ
�¼�de�である�

このdeは������に½�,-�で^=がな

され������から�����までZわれた�

とはいえ�´µ½��の�
�¼�de�

�Cは�¾もこの�に¿À�はじめられたÁ

ではない�½�の�では�Âい�Ãの�レベ

� % ] £ ¯ Ä ���° �１ÅÆÇÈ



ル�の��があり�その�で��な�	
�

�
��が��した�そこで��では�まず

この��の�レベル�の�	
��
��の

	
について���に��してみることとし

たい�

����における�	
��
��の��

となったのは�やはり�ユネスコの きであっ

た�����!���と��が��"#$を%た

した!�ユネスコは�フランスとアルジェリ

ア�ドイツとポーランドといった�	
&'

の()が*+となっている��に,し���

-&./,0�を1び2けた�

ユネスコは�この3���の4にも��の

*+があることを56し���のユネスコ�

789:に,して���との4の��の1び

かけを;った�<=>によれば�このユネス

コからの1び2けに,し���のユネスコ�

789:は���?と	
&'に@するAB

をもつCDがある�とEFした�という�こ

うして�����における��-&./,0�

に@わるCD89:がGHした�
��

しかし�この3の��の��-&./,0�

は��89:をHちIげるまでにはJらなかっ

た�そのKげになったのが�LM�NOP

Q�
��

にRならない�NOPQは���?の	



�Sや&'
�Sの4に�&./に,す

る�NのTUへのVいWXYを1びZこした�

つまり�����[\に]^しされた��-

&./,0�の_%が�&./`aSに^し

bけられているのではないか�とcdはeれ

たのである�

このfgには�h3��NOPQ�をiえ

ていたjくの
�Sが��3に�klにmn

されていたopqrに,しては�opqrk

qのs�t�よりも�lqのoptuuvw

t�x�を"y[zであると{|しており�

��}~そのものにも�,していた�という

こともあった�

�い�えるなら�cdは���のユネスコ

89:が��アメリカの��[z�である�

��?と���の	
���を�つことによ

り����した	
���が^しbけられる

のではないか�と�えたということになる�

_��この3の�	
��
��は���?

のユネスコ�789:の����がソウルま

で��いて�この89:の����を��す

る�ということで��まる4もなく�を�じ

る�
��

こうして�����は�	
,0�の�

�な��の�:を�うことになる�

�も�NOPQは�	
,0�に,して�

� な¡¢のみを£したのではなかった�こ

のPQは���の	
&./のあり¤に,し

て�¥なる¡¢をももたらした�¦§なら�

このPQは_%として�それまでのB¨の©

ªにあった&./のあり¤について�«*を

¬げかけることになったからである�&./

は�­®できるものであり�­®すべきもの

である�このような�え¤は�それまで&.

/に,して�¯°�のH±にHっていた�j

くの��wの²�を³えていった�
��

このことがsきな³$であったことは�´

のような�µからわかる�¶えば�����!に

おける&./·�¸¹のV$º]�����!»

を�じて�¼½´¾¿sÀに,するÁÂは�

�	
���*+と¼Ã´��	
��
�をÄるÃ�ÅÆÃÇ ÈÉÊ



���による����に�わる	
は��


���が�けた����に�わる	
でさえ


��に��を�められた
と�われている�

��にあったのは
����の���と
�

� におけるアメリカへの!"であった�
��

に

も#わらず
$%&'の()には
このよう

な*+,のあり-については
.きな/で0

123はなされず
456による*+,78

は9も:;のことであるかのように�け<れ

られていた�

しかし
$%&'を=>とする*+,�?

の@Aは
BCとして
��の*+,の�D

をEしずつ�えさせてゆくこととなった�こ

のような*+,の�Fは����GHに<るとI

Jになり

��

KLMN!や�)OPQの�Rに

�わる	
はSTにUしていくこととなった�

そして
このような�$%&'�にはじま

る*+,�?の@Aは
����のVWXに

おける��によるKLMN!への�YをZめ

させ
[;\に
]�のVWXとの^での

�_の`レベル�とabにcばれる���d

e�をfみgしていった�

hえば
そのij\kいhとしては
���	

G８l
�mnopqによるrstGuvと

して
]�においてuわれた�wxypz{

Bt|G	}セミナー�を~げることができ

る�このGには����でも
��の]�V

W�が�rstGシンポジウム�をr�した�

ここでは��の��*+,の�7�の[��

がI�に23されている�
��

これを�けるような/で
ほぼ�じ�Q


���では
���を�Yとするm��VW

�による
�m���の�7�も@められた�

この�Cは�m�の�����6�
����G�

�m�の��をどう*えるか����,�


���	G�
�	

�の/でg�された�そこでは��

mL���の� から*+,を¡¢す[�が

23された�2£は*¤�や¥¦プランにま

で§んでいる�

�じような¨きは
]��でもuわれた�

©と�じ���	G
�Lªと��«��*¬�

をテーマとするVW�がソウルのユネスコ�

­でuわれ
:�
��Z®¯°�����

を±:していた�²³が���の��*¬に

おける]���を´1としてµ¶した�
��

·

����Gには
���*¬と]�¸H��をテー

マとするVW�がuわれ
¹©º»«¼½�

fら¾¿.Àグループ��Áが]�にÂかれ�

�をuった�

����Gになると
ÃXのVW�を=>にソ

ウル.Àと¾¿.ÀとのÄÅが@み
��Gに

は¾¿�Æンポジウム���Çと�ÆF�が

rかれた�パネラーのaÇ
ÈÉÊは���

4FはË�でどうみられているか�という¯

Ìをuい
�ÍHの��ÇにKえつけられた

�4F\Ë�ÎÏ�がアジアLªにたいする

ÐÑとÒÓÎÏをZめた�
��

と´Ôした�

�２� ����の�２��	
��
��

への���

このような�
�]��の^では
���
G


ÕÖ�×aØ*+,01�がµfする�45

6の78において*+,における�ÙÚ�と

いう¶Ûが�@g�に,きÜえられた
とい

� Æ Ý Þ � ß ×�	à ×１áâãä



う������の��	
にはじまる�この

��

は�そもそもが��	
にはじまっ

たにも�わらず���の���を�る���

���レベルの��に��した�����は�

��の���� のあり!について"く#$

し���%&もまた���に'する"(な)

*に+,した�

この�-./����

は�����の

�における���を�る�
が�0なる�1

2の�
だけではなく���の34な�56

�
になり7ることを8した9:の;であっ

た�このような<=において>,されたのが�

����?�@ABCDEの.つとしての���

�とF�G�のHI���JKにLするMN

6DE
であった�OPDEはQ����?から

>,され�DERS�には��T����?のU�

�のHI���を�る�V6#$の�
は�

�1をこえた�56WXであり�Y�までそ

のB�6なZWの[がとられていない
とそ

の�
\]が^_された�

この�OPDE
には���`からはab

cdaefdghi���`からはjklm

ndopqrTs2�tuFBUdvk/wd

xyzTs2��{FBUd|}~l�T�

��1FUが��し�ソウルでの��を�め

て�４�にわたるOPDEが�われた�
��

DE

は����d���I�!の��L�にLわ

る���_Kの����から>,され���

��のHI�1カリキュラムやHI����

���についても�&された��も����

のHI�1L��に'し����をまとめ�

�OP������に�けての��を�8す

る
T�OPDERS��
����?U
��

という 

:の¡6は�¢ された３?のDEが２?に

£¤されたこともあり�¥�しないまま+わ

ることになる�
��

とはいえ�このことはこの�OPDE
が

¦\§であったことを\§しなかった�¨©

なら�この�OPDE
でªわれた«�L�

は�/なるOPDEに�かされることとなっ

たからである�¬¥�����では�s­�

この�OPDE
に��した���を®¯と

して����を�る°±なDEが�われるこ

とになった�

²１³び²２は�この�­におけるDEの

®でその´µなものを8したものである�

�３� 1990�� ����	
��
��

ドイツとポーランドにおける���DE¶

�にBぶべきであるとして�·¸¹ºが�ド

イツ«のHI»]¼���にみる½�¾¿&�

を²したのは����?のことであった�このÀ

�は�����?に��した�-./����



にÁÂされたものである�そして�À�は�

ÃÄ�ドイツにてÅADE®のaÆÇの¡に

Èまり�É¡したaÆÇは�����?にÊ�し

た�·¸との�での�
\]のOËをÌ»し

たaÆÇは�����DE�の�での���

¶�のÍÎÏをÐしÑれた�
��

これにÒえるÓで·¸は���にÔりOP

DEのÕÖを×えるとOに���`のØÙ�

りを>,した�こうして>,されたのが�����

?８Úからはじまる����PHI���D

E�

�	

にÛならない���`%Ü«�²は·

�HI»]
�
と-./��HIOPDEを�る.ÝÞT.U ßàß
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 シンポジウム�セミナー����と���などの����
����
 �アジア�����シンポジウム���と���

 !�� !�������"#$%&'()*�+��,�-���と���.ほるぷ/01
����


����
 ,���234"#)*�56に/てくる,��の78の9&.:)*;<1����


����
 �２=�アジア����シンポジウム
 !�� !�������"#アジアの>?@Aと����(B����と���.CDE1
����


����
 �１=),F%���56���
#����6.����
６G

����
 ),����セミナ-(���HをIJする����
KLMN"#���をOえた����.PQR1����


����
 ,���234ST>,�)U�VWXYZをめざす���56[\]^_セミナーA1`)ab>�
��A

����
 �２=,)F%���56���
#?@,)[\�(cdとeMのfghiSh3j��.
����
９G��)1��):klm<
#�no,)���56p&��qF��6.ソウル1����
３G

����
 �３=),F%���56���
#����6.����
９G

����
 �４=,)F%���56���
#����のrしいsh.:`)abの���<
#���56と��WX.
tuvw"#xy�,�は)*の�56にどう6かれているか.1z{ブックレット�	
���1����

|}~������"�#�56を),��で�える.�の��1����

),���56���"#��6.pG6�1����


����
 ,�)���56����^_�'
�������ST1`)の���#����と��.

/�(|}~�#�56の��()*と,�の�@�.:すずさわ6�1����
<1����
1���

�２ ��
���の��

�１�� ,�からのよびかけのあゆみ


 シンポジウム�セミナーなど
����
 ユネスコ*�による����に[する�'(),��の�びかけ

)*ユネスコ�7���から>�����'�Aよびかけ
,�でも�������(���ら５ ¡¢��
£¤�56¥¦をW§に)*ユネスコ�7���1¨©ª©を«¬

����
 ­®}¯°±²³´
µ¶セミナー:,�<
#xy)�.ST

����
 2·³
シンポジウム:)*<
�¸,���4ST
���:��������¹<¡¢
º»>)*��56にみられる,��[\µ¼についてA
,���4#,.��	1����
９G

����
 シンポジウム>��と��(����A
,���������ST ¢½¾>)*の����における,��A

����
 ,���������STシンポジウム>����と,)¿@�A �ÀÁN1KÂÁÃら�
 ¡¢

���

 Ä{��シンポジウム()* と��Å ���>)*�ÅはÆ�でどうみられているかA
����
>�Ço�56ghAおこる



��������と	
��
������を�る
���
� ���

����� 
�の���の� !"�#$%	４&５'���も�(で!"�)*+の���,
�１&２-
ほるぷ!"%�����

����� ./01��2314 56
789��(と
�における���:の��;�)�<-%�����９=

	２>? ����のあゆみ

����� 
��:@ABCD�セミナー
&�E�のFGHIJKのための���LMNのOP�
����� QR�&QR���:��4CD�Sアジア&���:シンポジウムT��と*+��
������セミナー
&�E�のHIJKのための�:UV� 0WXYZら[\

����� 	１] �(�と0
^�の�����_`にLするabc��
de�:01&\fg&hijk&l(mnらのop1q��

�rs789&7tu&vwx
�(&ソウルで#$�]の����4

����� 
��:@ABy)�(���にでてくる
��のz{の|}- ��(~�
��N 789&��j&���&���&��a&���
��からの
�rのC�をまとめたもの

����� 	２] �(�と0
^�の�����_`にLするabc��
C� �
�E�の�����と��QR���
789�@��$の
�LM�
vwx������と
�LM�
��j��^�����と
�LM�
���&hijk�
�E�の�����と��QR���
7tu&\fg�
�の���:���

����� 	３] �(�と0
^�の�����_`にLするabc��
789� ¡c��¢£�など

����� 	２] Sアジア���:シンポジウム
QR�&QR���:��4CD

����� 
�1q4¤ �����_`の¥��
ソウル 
�¦�§¨a��4©&7�a�
ª«¬��(における)�����-と­^®¯°の±²�
7K³��(の���における´µ¶·��
0¸¹º��»¼と^½¾ ^�c¿ÀとÁÂのÃを�うÄとして¾�
789����:におけるÅÆÇとÈÂÇの���
7tu�Éドイツの��1と���:�

���	� �
QR��フォーラム�
Ê� �
����
��01 ËÌÍÎZら

���	� �&Ï&
�����にLするQR¦���
SÐÑÒ01QR¦���Ó

����� 	１]�
Ô��������4
�
�������4

����� �
���:セミナー ��*ÕをÖ×する���:
QR�&QR���:��4CD

����� 
&�E�ØHIÙKをめざす�����LMN1qセミナー

��:@AB

����� 	２]
�Ô��������4
�
�������4

����� 	３]�
Ô��������4
�
�������4

����� 	４]
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�
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��������	
��は�
�����

で�������に�わる���を�り�２

��に��� !で２"ずつ#$���を%

&することが'(された�

)*とされてはならないのは�この���

に+,した
-の.くが�/の01の23レ

ベルの45に+,した
-であったことであ

る�6ち�この���は�7めて���で8

われた9:;な0��<$��3であったと

$=に�/>つ01の23レベルの45に?

@をAいたものであったのである�

さて�この0���3のBCのDEは�そ

こにおけるFGHIが�0JKした�3であ

る0LMの3NOLM���Pの0Q��R

S3にT(された�ということであった�U

Rでは�VってW��からFGすべきである

というX)や����の��Pにも)Yしを

ZるべきであるというX)もあったものの�

0ドイツとポーランドの[\に]ぶ3という

X^で�_(をQ�L`�a�にした�とb

われている�ここにはc�をはじめとする�

この0���3に+,した
-の���Xd

そしてTeが がfgにhれていた�

LM�でこの0���3に+,した
-は�

iにLMQ���`jQ������k�そ

して�k]の��lや�m]やNOの�n�

oにはpqrの��Pstuvl�C]wx�

]xなどy��
であり�+,lはLM�zに

おいて{|}~１"の���を8った�
��

この

0���3にHするL���での���はC

きく�そのことはv7から���が0���3

への����をしたことに��;にhれてい

る���の��は��		
���0プライム��

��と !���3として��されることになっ

ている�
��

L���zRにおける���の��は��

�の+,lがU�に�する����に��さ

れた�����の�１"は��PS�の��

になる���にHする��;����２"�

�３"は��Pへの��;なS��そしてB

 "となる�４"は¡¢３"の���を£ま

えての¤¥の¦�や§¨の©�をG¤を�;

とするものとしてªA«けられた�¬­はこ

の0���3における�#$��の®¯とz

°である�

�１" �		��３~ ±²³´µC]

z° ��P��のあり¶

��PF(の��

�	�
�の��P��のL���·¸の

�'の¹¶

�２" �		��９~ ソウル³��]º»¼

½¾

z° %¿から��0À#3までのLMのN

OLM���PのS�Á��からQ�

LMにおける�ÂÃÄのÅÆと8Ç

�３" �		
�３~ ±²³´µC]

z° S�Á��から

�±CÈÉのÊËについて

���ÌÍとÎÃÏ·Ð

�４" �		
���~ ソウル³��]º»¼

� Ñ Ò Ó ¤ t ���Ô �１ÕÖ×Ø



��

�� ������

	
��
に�する��の������

���

��������� 

���!"の� #

さて$%にこの&'()*における�#を

より+,-に.てみることとしよう/0たる

�#は$%の５つであった/12は3��$

14は56&�����*$17は	
�8に

おける&9:-な���*$1;に�����

���� $そして<=に$そもそも���

の>?についてのあり@についての� であ

る/Aでも$この&'()*において$Bし

い�CがDわされたのは$17の	
�8の

&9:-な���*についてであった/

<Eに$この� についてFりGしたのは$

���HIJのKLMNであった/Oは$P

MQやRST$UVWXYを$Z[の��\

]による	
�\^に_`-な���として

abし$��の���にもこの#についてc

れられるべきである$とdeした/KLがこ

のようなdeをしたfgには%のようなhi

があった/jち$Oは&kl��のmn�の$

o	
�pqのrsもtuにvめ*ながらも$

wじ[lxyのAで&���のz{|}を�

~し$��した���が��ながら��した*

ことを���にもmってもらい$その&��

を�け�ごうとしている���と�をあわせ

ていただ*くことが��だ$
��

と�えた/この

ようなKLによる&9:-な���*への�

�は$���ではふれられない��の��を

��していく&���*
��

の��のrsにu�

した$������'(Jのo�の���ま

れたものであった$と�われている/
��

しかしながら$このようなKLの0�は$

���には$ く�け¡れられなかった/

&'()*に���からHIした¢£2は$

KLに¤して&ほぼ �-なo�を¥¦*し$

&w[lのもっとも9:-な���でさえも$

��-には§¨��©0ª«に¬�したよう

に$­�-なpqや®¯よりも�°を±²さ

せるのが���の
³´µ¶#·¸J¹*
��

で
���

あるとして$���の&
³´*に�するº

»を¼½した/&'()*において$���

のh.を�¾する¿で�ÀしたÁÂÃも$こ

れらの�ÄのÅÆ�Çは��のÅÆ�Çでは

��かもしれないが$&���にそれをみと

めろというのはÈしい*
��

と?べている/

wÉの��は$この[8のÊの'()やシ

ンポジウムでも¥¦された/Ëえば$¼１に

Ìした�����の&1２ÍÎアジアÅÆ�Çシ

ンポジウム*においても$Ï9Ð4ÑのwÉ

のdÒに¤し$Á�Óがそのような@Ôでは

& ,-なÅÆ��をÕÖに×Øさせるのに

ÙÈがある*と?べ$&Z[$��のÚ�0

ª$Û�0ªをきわめてÜÝしながら$Þß

をàることのá�´をâãした\ä©$pq

©もおりましたが$それは�のåでもæくな

かったばかりか$� は$Z[���
のç

Z��がÚ�0ªを�んだということ*&�

��により�きな��をあたえ$�¯をあた

えたのは$�æ�の��の��の�
だった*
��

&ÅÆvn*� と12%��ÅÆ�w'(を�る2���2� èéê



と��した�

もちろん�このような���の�	には


�があった��
なら����がこの��の

�����やシンポジウムで�めたのは��

�������の��と !�"の#$を�

%&の'()に*+させることであり�それ
��������������

,-のこと�./���の'()の01につ

いて2れることは�34になかったからであ

る�

そして�56の78はこの��の95��

に%&�から:;した<=にも�>&?には

9@されていた�この�Aでの6=な95�

�は�BCから�%&の'()の*+にDす

る9EするFG78を@する�HI?JたK

LをMつ�Nられた<=�によりOPされた

ものであった�

しかしながら�この�QR?な%&<�を

SるTUには�このようなVJしたWX?K

LをMつ<=のYでもZり[えることが\]

な&^?なFGがあったことを_している�

つまり�これらの95��に:;した<=は�

%&の��が�`かったこと�そして�'(

)に`しきものとして)かれること�につい

ては�aTはなかった�FGは�この`しき

bcとしての�%&�にdての%&<がeま

れるのかfか�ということであったのである�

FGghには�この���に:;したiくの

%&<��jが9@した��klm�にあっ

たかもnれない�この�Aでの%&�の:;

jのiくは�%&による��は�>&?にo

pのq<�rいはエリートの�sによりtめ

られたものであるとuえており�ovの�k

はwxに�yかれたのだ�とuえていた�

だからこそ�これらの95��に:;した

%&�:;jは�%&<の/にも�QR?�

な<=がいたことをz{|し�}~����

をSる6=なFGが�%&<の��"��に

��するものではない�と�	した�だから

こそ�wxは�のように+べることになる�

�%���を�こうとするのか�そうでない

のかによって%&の��はちがってくるので

はないか���を�こうとするのであれば�

%&の�の{�を�なくてはならない��
��

�４� ����の��	
��
���の

�したもの

それでは�これら�Y�sの��は�を�

し�どういう7�をMっていたのだろうか�

�oに�o�の���やシンポジウム�.

/�２��に�って�われた�%��5�l

'()����の��のoつは�ともあれ%

���の:;jが���に%&の��'()

を�み���?な'()01の��を�った

こと�それ ¡にあった�そもそも�����の

��o�'()¢£�が�マスメディアの¤

¥に¦まり�この¤¥が§%の��において

さえ¨©として�ª��として«じられてい

ることに¬­?に®れているように�'()

をSるFGのiくは�'()そのものの*+

,¯の�°�に±たわる�°�の'()に²

わるFGのイメージ�さらにはそれを�える

ナショナリズムに��している�そのような

7³において�>´?なレベルではあったに

せよ�°��µに¶·�の'()にDする¸
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い���を�する���が�	
に��の


��について���に�ることができたこと

は�それが��レベルや����には��に

��されなかったことを�し�いても�それ

なりの !を"っていたということが#$る%

&'は�この()として�*�の
��

+,-.の/0に1する23が4まったこと

である%5�のように���*�の
��,

-は����が6789:;は67�<8=

による>?,であったのに1して����が

�?
��であったという@きな0いを�し

ている%にもAらず�このBCでの��では�

��に���の>?
��を��の�?
�

�とDEのものとあるとFえるGHがIく�

EJな#KLからEJな
��が#Kされて

いる:	M�がよく�られていなかった%

そして�このようなNOのPQは�()と

して�*�Rの
��をSるTUについて�

VのWXにおけるYZをも[\にすることと

なった%&�に�
��の]^_`をSるa

Zは�(b�cd�e	そのものの\?とf

gなhiを�しており�それj�そのe	の

\?そのものがklであることが�NOされ

た%()として�
��をSる�mは�]^

をSるn�から�cd�e	をSるn�へと

oQしてpくこととなる%

また&'に�
��をSるn�が�cd�

e	をSるn�へとoQしたことは�qrの

ことながら�そのe	とのhiにおいて+�

�の
��.についても>sするklをtu

させることとなった%よく�られているよう

に���の
��は�Iいナショナリスティッ

クなvwをxびており�そのyzには�c{

��|}~6に�	に:れているような�

+@���.とは+���が����をMら

の�で�ち�して3�を�ち�った�;であ

る.という�+3�の��.が�;した%

qrのことながら�このような}��,の

�に��する��の
��は�この+3�の

��.を~�に�かれているがjに�+cd


��.としてはkr�に�?のaZを�さ

ざるを�なかった%しかしながら�このよう

な�DTUの� �せざるoQの()は�q

��Mらの
��にaZがあるとNOしてい

なかった������や��の��に���

�の�きに1するIい���をもたらすこと

になる%

&�に�そして�らく�も�lなことは�

��*�の���における�+
��aZ.

に1するNOの@きな/0が[らかになった

ことである%このことは�qBのTUが+�

Rレベル.の� ち���*�においてcd


��aZを�l¡し�この3¢を£¤に¥

¦しようという§JのRでpわれたからこそ�
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cd
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された°±においても�²³が´しくµ¶で

ある�ということであった%

そのyzの�つは����において�qB
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�のcdNOに23をºそうとした§Jの»
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�C���におけるQRS�-に�わるTU
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����̀ ４aからbcされることになっ
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２����までの�����の��	
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している���に��３����の	
につ

いても������の������の を!

"して�#�$であったにせよ���
%&

にとりいれることもできたと
��

'う�

そしてこれらの(について)*は�この

����+に����した,-��
における

�./0��に1るまでの2.34に34の

�5について�67の��
との89�:を
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らËPをpめさせるfÌ�
��

が�5されている�

�,-pÍ�ÎÄと�LM2.,-Ï���をÐるLÑÒGLJ ÓÔÕ
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��に����による��	
��と
�

��との��について��てみよう���に

よれば�この��については�６�のいずれ

もが����された�と��されている� 

ち�その!"には���による��	
��

が�#も$%&�'()*の+,の-.であ

るように/0する123も45あったが�こ

の67�この89の:;は<きく=を>すこ

とになったのである�?えば�@A3BCD

EFGHIは��"JK��が
�LMNO

P���にハルビンで��された�しかし�
QQQ

FGはR����S８T�
���をUVした

WXYZ[\]�とし���と��の.^��

が_`とはabのものになっている�

cd�このようなこの67のFGのeH1

23の<きなf*が�ghのF
iの�jk

lm�によってのみもたらされたとnうなら�

それはやはりnいoぎになろう�しかしなが

ら�pの�qらの;rをsえれば�そこにg

tのh�がuvすることはwかなようにxわ

れる�

�jklm�は
�においても<きなyz

を{えた�?えば�このような�jklm�

から<きなyzを|けた}~に�v�がいる�

����Sに��された���F
eHjklm

では����の�りまとめ�である�K�に

��する�もまた��は����Sに��された

�lm��の��な��\のg}であり�こ

の������に�く�eH123��にお

ける
��の������lm\となってゆ

く�

この�v�は����S３T��の3いた��Q

DE けの��H1¡¢£¤�の¥¦§�¨

§の©�Hª«が�
�のマスコミQ¬­か

らUく®¯されることとなる�この�に�©

°�H±O�と²ばれる�³について�kS

８T��は$F´µのインタビューにbして�

�のように¶えている�

いま�tで123を·っているのは��H�

�¸�¹ºくらい�なかでも�Hは·り»が

¼½りで�まず1¡ª¾
ª¿Àが¨§·Á

ÂÃ�をÄけて�Å6�の�Æ»Çの¨§を

·る�

¨§ÂÃになり�1¡ªからÈ´しい��

にふさわしい123をÉとnわれた�
�で

©°�Hlmは�Êらくタブーが4く�(�

*で��S�!ËÌんになった�そのÁ^をい

れた�Íらない���にÎづく123を·ろ

うとxった�

©�は����S�から���	Sまで�これまで

の123は�FGのÏÐ�と�$%のÑÒ�

が�GÓで(Ô�Õ\による(ÔLMNOを

3いてきた�しかし�Ö��Õ\の(Ô×Ø

NOや�ÙÚ\QÛ(のÜいもあった�Ý(

の�には�FGとかかわりのÞい}もいた�

ßàáを1えるため�4âなNOやÝ(のã

äも3くべきだ�åæ*などÖ�のç�なf

*も��としておさえるべきだ�と�§し

た�
��

�v�によれば�この�¥¦§�は��l

m\の��と�×を�«にµいてみもせずに

�dの�をかり�た��}��	�な®
や
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�����な��の�	

��

により��
の�
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